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図書館へ行こう！ http://www2.town.yosano.lg.jp/Cultural Reflections 国際交流員 ハリーチュです

時の贈り物 ［第24回］ まちの文化財

本作家の川
かわ

端
ばた

誠
まこと

さんを講
師に招いて３月８日、絵

本ライブと講演会を知遊館で行
いました。
川端さんは、図書館で大人気
の『はつてんじん』などの落語
絵本シリーズの著者で、会場に
は約150人が集まりました。
午前の絵本ライブでは、絵本

の誕生裏話などを織り交ぜたユ

ーモアあふれる「語り読み」に、
参加した人たちは大笑いで、楽
しい時間を過ごしました。
午後から行われた講演会では、

講師の生い立ちから絵本に対す
る思いが語られました。絵本製
作の現場をスライドで見た参加
者からは「絵本に対する見方が
変わった」という感想が聞かれ
ました。

◎川端誠さん絵本ライブ＆講演会
「
語
り
読
み
」
を
す
る
川
端
誠
さ
ん
（
右
端
）

なまつりを２日後に控え
た３月１日、ひなまつり

お話し会を中央公民館で行いま
した。
おひな様や桃の花が飾られた
会場では、マザーグースの会に
よる『はだかのおうさま』のエ

【一般書】●『乳と卵』川上未映子／文藝春秋　●『母に歌
う子守唄　その後』落合恵子／朝日新聞社　●『日本一うま
い魚の食べ方』生田与克／中経出版　●『赤ちゃんクジラと
泳いだ海』リン・コックス／講談社　●『子どもの成績を伸
ばす１日10分読書』石田淳／PHP研究所

【児童書】●『あなたはとってもかわいい』宮西達也／金の
星社　●『飼育係長』よしながこうたく／長崎出版　●『か
んたんせんせいとライオン』斎藤洋／講談社　●『マイカの
こうのとり』ベンノー・プルードラ／岩波書店　●『地球を
救う仕事１』くさばよしみ編／汐文社

プロンシアターや『もりのひな
まつり』などの絵本の読み聞か
せが行われました。
その後、お手玉やカルタ、折
り紙といった昔ながらの遊びを、
この日集まった約40人の親子が
楽しみました。

◎野田川分室ひなまつりおはなし会 親
子
で
昔
な
が
ら
の
遊
び
を
楽
し
み
ま
し
た

洋では、ある日の午前中は罪のない嘘をついたり、
人をかついだりしても許されるという習慣を作り

出しました。この日は、友だちに愉快な嘘をついたり、
いろいろな企画を立てて、からかったり笑ったりすると
いう習慣があります。皆さんはご存知ですか。
それは4月1日です。4月1日は英語で「エイプリル・

フールズ・デ－」といいます。この風
習はどこから伝わってきたのかはっき
りわかりませんが、よく言われている
説では、もともとヨーロッパで始まり
ました。
現在、世界中のほとんどの国では、

16世紀のローマ教皇グレゴリウスが
始めたグレゴリオ暦を使っています
が、これになる前は、ユリウス暦という
カレンダーを使っていました。ユリウスのカレンダーでは
３月25日は春分の祭りの最初の日で、お正月の元旦とし
て祝っていました。この最後の４月１日には親戚の家や
友だちの家へあいさつに行ったり、プレゼントを贈った
りする習慣がありました。しかし、ユリウス暦からグレ
ゴリオ暦になると１月１日が新暦の元旦とされました。

それでも、昔の伝統を守りたい人や、暦が変わったこ
とを知らない人は、今までどおり４月１日にお祝いや新
年の訪問を続けました。これをきっかけとして日が経つ
につれて、次第にこの日に嘘をついて楽しむようになり、
いつの間にか「エイプリル・フールズ・デ－」となりま
した。

フランスでは、子どもたちが大人を
からかう意味で、紙で作った魚の形を
大人の背中にそっと貼ることを楽しみ
にしています。
この日は「人生の不運を笑い飛ばし

てもいいよ」という考えを気づかせる
ことにもなると私は思っています。
なぜなら、自分の不運を笑い飛ばす

ことも人生の中で大切なことの一つだ
からです。不運な出来事はもちろん、その時は悪い経験
だと思ってしまうものですが、時間が経つと、その経験
の中にも人生において必ず欠かせない意味があると思え
ます。そういう風に考えると「エイプリル・フールズ」
も悪くないですよ。

Harry's columnエイプリル・フールズ・デー

◎
弓
木
城
と
稲
富
氏

木
城
は
阿
蘇
海
を
囲
む
周
辺

地
域
を
一
望
で
き
る
標
高
五

十

程
の
丘
陵
の
先
端
に
築
か
れ
た

戦
国
時
代
の
山
城
跡
で
す
。

城
跡
の
頂
上
付
近
に
は
、
地
元
の

氏
神
、
水み

無な

月づ
き

神
社
の
神
輿
が
安
置

さ
れ
て
お
り
、
二
年
に
一
度
、
地
元

氏
子
の
手
に
よ
り
急
傾
斜
の
山
道
を

下
り
、
石
田
区
の
木こ

積づ
み

神
社
ま
で
巡

行
し
ま
す
。

城
跡
は
、
現
在
の
神
輿
蔵
の
建
つ

場
所
を
中
心
に
切
り
立
っ
た
急
斜
面

を
造
成
し
、
そ
の
上
に
建
物
な
ど
が

建
つ
曲
輪
く
る
わ

と
呼
ば
れ
る
平
坦
な
土
地

を
切
り
開
き
、
そ
の
周
り
に
土
塁
を

築
い
て
守
り
を
固
め
、
城
の
周
辺
に

は
空
堀
や
出
丸
な
ど
の
施
設
を
築
い

て
い
ま
す
。

戦
国
時
代
に
権
勢
を
振
る
っ
た
織お

田だ

信の
ぶ

長な
が

の
家
臣
、
細ほ

そ

川か
わ

藤ふ
じ

孝た
か

（
幽ゆ

う

斎さ
い

）
が
丹
後
の
守
護
職
で
あ
っ
た
一い

っ

色し
き

氏
を
滅
ぼ
す
ま
で
、
一
色
氏
は
弓

木
城
を
最
後
の
居
城
と
し
て
陣
を
構

え
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
地
元

で
は
「
一
色
城
」
と
い
う
名
前
で
呼

ば
れ
て
い
ま
し
た
。

当
時
の
四
代
目
弓
木
城
主
で
あ
り
、

一
色
氏
の
家
臣
で
あ
っ
た
稲い

な

富ど
め

祐す
け

直な
お

メ
ー
ト
ル

（
直な

お

家い
え

）
は
、
こ
の
地
を
訪
れ
た
弘こ

う

伝で
ん

と
言
う
僧
侶
を
招
き
入
れ
、
砲
術

の
指
南
を
受
け
ま
し
た
。
砲
術
を
駆

使
し
て
主
君
の
一
色
氏
を
助
け
、
最

後
ま
で
家
臣
と
し
て
仕
え
ま
し
た
が
、

主
君
を
失
っ
た
後
は
、
細
川
忠た
だ

興お
き

の

家
臣
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
江
戸
時
代
に
は
尾
張
徳

川
家
の
砲
術
指
南
役
と
し
て
召
し
抱

え
ら
れ
て
、
独
自
の
砲
術
を
発
展
さ

せ
た
「
稲
富
流
砲
術
」
を
確
立
し
、

広
く
そ
の
名
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。（

与
謝
野
町
教
育
委
員
会
）

心温まる楽しいイベントを行いました
日増しに暖かい日差しが感じられる季節になりました。

図書館ではそんな春にふさわしく、心も温かくなるイベントを行いましたのでその模様を紹介します。

新着図書新着図書新着図書新着図書新着図書新着図書新着図書新着図書新着図書新着図書新着図書新着図書新着図書新着図書新着図書新着図書新着図書

●場所／字弓
木。岩滝小学
校南側の丘陵
●文化財の種
別／史跡(未
指定)

図
書
館
の
ご
案
内

与
謝
野
町
立
図
書
館
（
知
遊
館
一
階
）

1
（
４
６
）
２
４
５
１

加
悦
分
室
（
加
悦
地
域
公
民
館
二
階
）

1
（
４
３
）
０
３
７
６

野
田
川
分
室
（
中
央
公
民
館
一
階
）

1
（
４
３
）
０
０
８
７

午
前
十
時
〜
午
後
六
時

本
館
･
加
悦
分
室
（
毎
週
月
曜
）

野
田
川
分
室
（
毎
週
火
曜
）

共
通
（
毎
月
最
終
木
曜
）

【
本
館
】

五
月
十
日
（
土
）

午
前
十
時
三
十
分
〜
／
午
後
三
時
〜

【
野
田
川
分
室
】

四
月
十
九
日
（
土
）
午
後
三
時
〜

【
加
悦
分
室
】

四
月
十
二
日
（
土
）
午
後
三
時
〜

絵

ひ

問
い
合
わ
せ
先

開
館
時
間

休
館
日

お
は
な
し
会
の
お
知
ら
せ

弓

西
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図書館へ行こう！ http://www2.town.yosano.lg.jp/

【一般書】●『鼓笛隊の襲来』三崎亜記／光文社　●『ラジ
オ深夜便誕生日の花ときょうの一句』ラジオ深夜便「きょう
の一句」制作プロジェクト（監修）／ＮＨＫサービスセンター
●『和暦で暮らそう』柳生博／小学館　●『人生の後半をひ
とりで生きる言葉』曽野綾子／イーストプレス　●『いじめ
られっ子のチャンピオンベルト』内藤大助／講談社

【児童書】●『「悪いこと」したら、どうなるの？』藤井誠二／
理論社　●『女子の国はいつも内戦』辛酸なめ子／河出書房新
社　●『探し絵ツアー１』文溪堂　●『木の実のけんか』岩城
範枝（文）片山健（絵）／福音館書店　●『ジュン先生がやって
きた！』後藤龍二／新日本出版社　●『魔法にかけられて（デ
ィズニーアニメ小説版）』ジャスミン・ジョーンズ／偕成社

今月のオススメの一冊

新着図書新着図書新着図書新着図書新着図書新着図書新着図書新着図書新着図書新着図書新着図書新着図書新着図書新着図書新着図書新着図書新着図書

児童書児童書児童書児童書児童書児童書児童書児童書児童書児童書児童書児童書児童書児童書児童書児童書児童書

一般書一般書一般書一般書一般書一般書一般書一般書一般書一般書一般書一般書一般書一般書一般書一般書一般書

図
書
館
の
ご
案
内

与
謝
野
町
立
図
書
館
（
知
遊
館
一
階
）

1
（
４
６
）
２
４
５
１

加
悦
分
室
（
加
悦
地
域
公
民
館
二
階
）

1
（
４
３
）
０
３
７
６

野
田
川
分
室
（
中
央
公
民
館
一
階
）

1
（
４
３
）
０
０
８
７

午
前
十
時
〜
午
後
六
時

本
館
･
加
悦
分
室
（
毎
週
月
曜
）

野
田
川
分
室
（
毎
週
火
曜
）

共
通
（
毎
月
最
終
木
曜
）

【
本
館
】

五
月
十
日（
土
）・
六
月
七
日（
土
）

午
前
十
時
三
十
分
〜
／
午
後
三
時
〜

【
野
田
川
分
室
】

五
月
十
日（
土
）
午
後
三
時
〜

【
加
悦
分
室
】

五
月
十
七
日（
土
）
午
後
三
時
〜

問
い
合
わ
せ
先

開
館
時
間

休
館
日

お
は
な
し
会
の
お
知
ら
せ

Cultural Reflections 国際交流員 ハリーチュです

時の贈り物 ［第25回 ◎ 後光厳天皇宸翰書状］ まちの文化財

さん、日本では一番楽しみにしている祝日はい
つですか。今月にはゴールデンウィークがあり

ました。ゴールデンウィークではどのように過ごしまし
たか。
私が日本で初めてゴールデンウィークを過ごしたのは、

友だちと東京へ観光に行った時でした。そのときにびっ
くりしたことは、日本で一番の大都市な
のにも関わらず、普段より人が少なくて
賑やかではなかったことです。後になっ
て、ゴールデンウィークでは、東京に住
んでいるたくさんの人々が旅行へ行くか
故郷に帰って家族と過ごすからだと教え
てもらって納得しました。
そこで、私は日本には休日が多いなと感じました。ゴ
ールデンウィーク以外にも長期に休める時があって、そ
れはお正月とお盆です。このときには、平日でも連続し
て休みを取ることができ、カナダ、アメリカに比べると
かなり珍しいことだと私は思っています。
基本の祝日として日本には15日間あります。さらに、

大晦日、元旦の前後を休みにすると20日間になります。
カナダはアメリカと同じく、州によって州の祝日もある
のですが、基本的には日本のように大晦日や元旦の前後
に休むことができなくて、年に10日間しか祝日がありま
せん（アメリカは11日間です）。日本がカナダやアメリカ
に比べて10日間ぐらい多く休めることになるだろうと私

は思っています。
日本ほど多い祝日がある国は結構少な

いと私は気づきました。たとえば、イギ
リスとオーストラリアは年に８日間の祝
日しかありません。アイルランドとニュ
ージーランドは年に10日間の祝日しかあ
りません。日本ほどの祝日がある国はス

リランカ（年に26日間）、フィリピン（年に19日間）、イ
ンド（年に18日間）です。日本を含めてこれらの祝日が
多くある国の中で、日本は特別に私には思えます。なぜ
なら、この中には先進国としては日本しかないからです。
なぜ、こんなに祝日が多いのでしょう。皆さんどう思わ
れますか。

Harry's column日本の祝日、世界の祝日

いつもより人通りが少ない東京の交差点

代
は
今
か
ら
約
六
百
五
十
年
前
、

足あ
し

利か
が

尊た
か

氏う
じ

率
い
る
北
朝
と
後ご

醍だ
い

醐ご

天
皇
率
い
る
南
朝
が
、
全
国
の
各
武

将
を
東
西
二
つ
の
勢
力
に
分
断
し
て
、

約
六
十
年
の
間
、
お
互
い
の
地
位
を
賭

け
て
争
い
ま
し
た
。
こ
れ
を
い
わ
ゆ
る

「
南
北
朝
の
動
乱
」と
言
い
ま
す
。
こ
の

争
い
の
中
、
北
朝
の
足
利
尊
氏
は
室
町

幕
府
を
開
き
、
最
終
的
に
北
朝
の
勝
利

と
な
り
ま
す
。

こ
の
南
北
朝
の
乱
世
の
中
、
北
朝
で

出
さ
れ
た
二
通
の
宸し

ん

翰か
ん

書し
ょ

状じ
ょ

（う
　

天
皇
が

出
す
手
紙
）
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
宸
翰

書
状
は
、
北
朝
の
後ご

光こ
う

厳ご
ん

天
皇
が
重
臣

の
勧か
じ

修ゅ
う

寺じ

経つ
ね

顕あ
き

に
あ
て
た
も
の
で
す
。

こ
の
二
通
の
書
状
の
一
枚
目
に
は
、

神
官
が
武
士
に
よ
っ
て
殺
害
さ
れ
た
た

め
、
仲
間
の
神
官
達
が
抗
議
を
し
ま
し

た
が
武
士
は
知
ら
ぬ
存
ぜ
ぬ
で
全
く
相

手
に
さ
れ
ず
、
こ
の
不
祥
事
に
困
っ
た

後
光
厳
天
皇
が
重
臣
で
あ
り
仲
の
良
か

っ
た
勧
修
寺
経
顕
に
こ
の
問
題
を
ど
う

し
た
ら
よ
い
か
意
見
を
求
め
て
い
る
と

い
う
公
的
な
内
容
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。

二
枚
目
と
一
枚
目
の
文
と
文
の
間
に
は
、

持
病
が
再
発
す
る
経
顕
に
対
し
、
ゆ
っ

く
り
湯
治
療
養
を
勧
め
て
い
る
こ
と
や
、

経つ
ね

方か
た

（
経
顕
の
息
子
）
が
腹
痛
で
苦
し

ん
で
い
る
こ
と
を
天
皇
が
耳
に
し
、
非

常
に
心
配
し
て
い
る
こ
と
な
ど
私
的
な

内
容
が
小
さ
く
書
か
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
書
状
の
中
に
「
心
の
頼
み
は

経
顕
だ
け
で
あ
る
」
と
い
っ
た
部
分
が

あ
り
、
天
皇
の
勧
修
寺
経
顕
に
対
す
る

信
頼
心
が
わ
か
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
乱
世
の
都
に
お
け
る

武
家
と
神
官
の
争
い
ご
と
な
ど
を
こ
こ

ま
で
克
明
に
記
さ
れ
た
古
文
書
は
な
か

な
か
無
い
と
い
う
こ
と
と
、
天
皇
の
直

筆
で
非
常
に
達
筆
で
あ
る
と
い
う
こ
と

で
、
平
成
八
年
六
月
二
十
三
日
に
国
の

重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

（
与
謝
野
町
教
育
委
員
会
）

時

皆

●第２通

後光厳天皇宸翰書状
●文化財の種別／国重要文化財
●管理者／個人（京都府立丹後
郷土資料館寄託）
●時代／室町時代（南北朝期）

●第１通

『裁判員法廷』
芦辺拓／著
文藝春秋

平成21年から実施される裁判員制度の取材
をもとにした法廷ミステリー。選ばれた裁判
員は、医師、教師、主婦、ＯＬ、無職の男、
そして主人公のあなたの６人。「審理」「評議」
「自白」の３部構成で、従来の裁判との違
いを意識して描かれています。裁判員制度
入門書としてもうってつけの内容です。

『さんぽみちははなばたけ』
広野多珂子／作・絵
佼成出版社

春にはたくさんの命が芽吹きます。みちば
たに咲く小さな花や草にも名前があるのを知
っていますか。ホトケノザ、ナズナ、タン
ポポなど、草の花にはのびやかさと力強さ
があります。この絵本を見ながら、皆さん
がいつも通る散歩道でもそんな花々を見
つけてはいかがでしょうか。

皆さんのご自宅にある本と
図書館の本では、見た目が
少し違います。さて、どこ
でしょう。

図書館を利用している皆
さんならすぐに答えられると思
いますが、主に、「①透明なフイルムでカバーされ
ている」「②背表紙のところに『９１３ウ』のよう
に数字とカタカナが書かれたラベルが張ってある」
「③表紙または裏表紙の下にバーコードがついてい
る」の３点があげられます。
今回はこの①についてお話しします。図書館に入
荷する本は数が多く（年間3,000冊以上）、すでに
フィルムカバーした状態のものを購入することが多
いのですが、書店店頭にある本を直接購入したり、
寄贈などでいただく本の場合は職員がカバーをかけ
ます。これがなかなか難しく、慣れないとしわがよ
ったり、空気が入ったりしてしまいます。職場体験
活動として図書館に来た中学生には必ずこのカバー
かけをしてもらいますが、最初はだれも悪戦苦闘。
そうして仕上げた1冊はとても誇らしそうに、指導
する職員へ見せてくれます。
このフィルムカバーをかけることで、たくさんの

人に読まれる図書館の本を丈夫に汚れにくくしてい
ます。ですが、どんなにカバーをしても、水や汚れ
は本の大敵。図書館の本はみんなのものです。大切
に取り扱ってくださいね。

その1

図書館の
ひみつ



13 広報よさの JUNE  2008 12

図書館へ行こう！ http://www2.town.yosano.lg.jp/

【一般書】●『猛女とよばれた淑女』斎藤由香／新潮社　●
『堂々たる政治』与謝野馨／新潮社　●『北欧の切り紙　イ
ンテリア・モビール』イェンス・ファンダー・ニルセン／池
田書店　●『甲子園への遺言』門田隆将／講談社　●『こう
ふくあかの』西加奈子／小学館　●『太陽の盾』アーサー・
C・クラーク／早川書房

【児童書】●『ドラえもんのびっくりクイズ恐竜館』藤子・
Ｆ・不二雄／小学館　●『なにがほしいの、おうじさま？』ク
ロード・Ｋ．デュボワ／ＢＬ出版　●『いろいろじゃがいも』
山岡ひかる／くもん出版　●『流れ行くもの（守り人短編集）』
上橋菜穂子（作）二木真希子（絵）／偕成社　●『ラブ、スタ
ー★ガール』ジェリー・スピネッリ／理論社

今月のオススメの一冊

新着図書新着図書新着図書新着図書新着図書新着図書新着図書新着図書新着図書新着図書新着図書新着図書新着図書新着図書新着図書新着図書新着図書

児童書児童書児童書児童書児童書児童書児童書児童書児童書児童書児童書児童書児童書児童書児童書児童書児童書

一般書一般書一般書一般書一般書一般書一般書一般書一般書一般書一般書一般書一般書一般書一般書一般書一般書

図
書
館
の
ご
案
内

与
謝
野
町
立
図
書
館
（
知
遊
館
一
階
）

1
（
４
６
）
２
４
５
１

加
悦
分
室
（
加
悦
地
域
公
民
館
二
階
）

1
（
４
３
）
０
３
３
５

野
田
川
分
室
（
中
央
公
民
館
一
階
）

1
（
４
３
）
０
０
８
７

●
時
間
／
午
前
十
時
〜
午
後
六
時

●
休
館
日
／
本
館
･
加
悦
分
室（
毎

週
月
曜
）、
野
田
川
分
室（
毎
週
火

曜
）、
共
通（
毎
月
最
終
木
曜
）

●
本
館
／「
七
夕
お
は
な
し
会
」七

月
五
日（
土
）午
後
一
時
三
十
分（
小

学
生
未
満
）・
午
後
三
時（
小
学
生
）

※
要
申
し
込
み

●
野
田
川
分
室
／
六
月
二
十
一
日

（
土
）午
後
三
時
、「
七
夕
お
は
な
し

会
」
七
月
十
二
日（
土
）午
後
二
時

●
加
悦
分
室
／
六
月
十
四
日（
土
）

・
七
月
十
二
日（
土
）※
い
ず
れ
も

午
後
三
時

●
中
央
公
民
館
／
七
月
五
日（
土
）

〜
七
月
十
日（
木
）

●
加
悦
地
域
公
民
館
／
六
月
二
十

七
日（
金
）〜
七
月
三
日（
木
）

問
い
合
わ
せ
先

開
館
時
間
・
休
館
日

お
は
な
し
会
の
お
知
ら
せ

子
ど
も
読
書
絵
手
紙
コ
ン
テ
ス
ト

入
選
作
品
展
示
の
お
知
ら
せ

Cultural Reflections 国際交流員 ハリーチュです

時の贈り物 ［第26回 ◎ 縮緬創業記念碑］ まちの文化財

月、私は国内の22人の外国人と一緒にボランティア
団体でインドの東南の方のアーンドラ・プラデーシ

ュ州のコササトラム・インデラナガー村へ行ってきました。
インドにはヒンドゥー教にまつわる身分制度であるカー
スト制度の影響や差別が残っており、階層や貧富の差が非
常に大きく、今回の活動は、貧しい人たちのための家の建造
を手伝いに行きました。そこで、建造の材
料が必要なので出発する前に募金をお願い
したところ、多くの町民の方たちのおかげ
で、募金の合計は私の団体が予想していた
金額より２倍ほど多く集まりました。本当
にありがとうございました。
この訪問の前には「なぜボランティアで
行こうと思うの。なぜインドの中の貧しい
ところへ行こうと思うの」とよく聞かれました。なぜかと
いうと二つ理由があります。一つには、地元の人に直接触
れ合うことができるからです。実際、私たちは言語がわか
らなかったのですが、自分の心情を伝える手段があれば交
流できると感じました。例えば、私の仲間が冗談として、
ダンスコンテストを二人で始めました。その時、地元の人

がそれに気づいて、自分たちのダンスを始め、あっという
間にみんなが盛り上がりました。そうしてみんなが仲良く
なっていきました。もしボランティアに参加しなかったら、
このように触れ合うことは難しいだろうと思いました。
二つ目に、全く違う環境を体験したいということです。
インドの田舎は日本やカナダに比べると、食べ物、習慣、

生活などが違うので、どんなに不衛生でも、
生活に慣れなくても、逃げられないだろう
と私は思いました。そこでは彼らの生活を
受け入れるしかないでしょう。ですから、
自分が慣れない環境にチャレンジすると彼
らの見方がわかるようになり、自分の視野
も広がるのではないかと私は思いました。
もちろん、外国の体験がない人に「全く知

らない国へ行ってください」と勧めはしないですが、自分が
慣れた環境の範囲外にチャレンジしてみてはどうですかと
提案したいです。そうすると、いろんな人々と絆を深めるこ
とにより、自分の悩み、心配などが透視でき、自分の可能性
と実力もわかり、成長のもとになるでしょう。そして、これが
国際交流の一番大事なことではないかと私は思っています。

Harry's columnインドへボランティア活動に

建造した家の前で家族と記念撮影

河
内
の
倭
文

し
ど
り

神
社
の
北
東
側
約

百
五
十

に
あ
る
三
つ
葉
グ
ラ

ウ
ン
ド
の
奥
に
大
き
な
石
碑
が
そ
び
え

立
っ
て
い
ま
す
。

「
縮ち
り

緬め
ん

創
業
記
念
碑
」
と
刻
み
込
ま

れ
た
石
碑
の
裏
面
に
は
石
碑
建
立
の
理

由
書
き
が
あ
り
、
そ
の
要
旨
は
「
今
、

皆
が
丹
後
縮
緬
の
恩
恵
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
の
は
、
江
戸
時
代
、
木も

綿め
ん

屋や

六
右
衛
門

ろ
く
え
も
ん

の
力
添
え
で
、
手て

米ご
め

屋や

小
右

こ

え

衛
門

も

ん

と
山や

ま

本も
と

屋や

佐さ

兵へ

衛え

が
苦
労
を
し
て

西
陣
で
そ
の
技
術
を
習
得
。
享
保
七
年

（
一
七
二
二
）に
帰
郷
し
、
そ
の
技
術
を

惜
し
み
な
く
多
く
の
者
に
伝
授
し
た
か

ら
で
あ
る
。そ
れ
に
感
謝
の
意
を
示
す
」

と
い
う
ち
り
め
ん
始
祖
伝
と
そ
れ
へ
の

謝
意
と
い
う
も
の
で
す
。

こ
の
石
碑
は
大
正
十
五
年
に
建
立
さ

れ
ま
し
た
が
、
翌
年
の
丹
後
震
災
で
倒

壊
し
、
今
の
石
碑
は
二
年
後
の
昭
和
四

年
に
新
造
・
再
建
さ
れ
た
も
の
で
す
。

大
正
期
の
石
碑
の
断
片
が
今
で
も
算
所

と
三
河
内
の
両
地
区
に
残
っ
て
い
ま
す
。

石
碑
の
建
立
は
直
接
に
商
売
に
つ
な

が
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
は
、

石
碑
建
立
の
原
動
力
は
何
だ
っ
た
の
で

し
ょ
う
か
。
大
正
末
期
か
ら
昭
和
初
期

の
ち
り
め
ん
織
を
取
り
巻
く
環
境
を
見

る
と
、
丹
後
機
業
者
の
組
織
的
ま
と
ま

り
が
進
み
、
国
練
（
丹
後
で
製
織
し
た

メ
ー

ト
ル

生
地
を
地
元
で
精
練
・
検
査
し
、
市
場

に
出
す
こ
と
）
の
実
現
と
い
う
動
き
が

あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

●
大
正
十
年
／
丹
後
縮
緬
同
業
組
合
設

立
…
四
郡
ご
と
の
支
部
が
一
本
化

●
大
正
十
四
年
／
丹
後
ち
り
め
ん
倉
庫

精
練
㈱
設
立
…
実
質
的
な
国
練
の
は
じ

ま
り

●
昭
和
三
年
／
国
練
検
査
制
の
開
始

（
峰
山
・
網
野
・
岩
滝
・
加
悦
・
口
大

野
に
加
工
場
が
次
々
と
設
置
）

国
練
の
実
施
に
は
京
都
の
問
屋
の
強

い
抵
抗
が
あ
り
、
そ
の
実
現
は
丹
後
機

業
者
悲
願
の
大
事
業
だ
っ
た
の
で
す
。

こ
う
し
て
み
る
と
、
こ
の
石
碑
の
建

立
は
先
祖
へ
感
謝
を
示
す
と
い
う
気
持

ち
を
基
層
と
し
て
「
ち
り
め
ん
織
に
関

わ
る
人
た
ち
の
自
立
意
識
の
高
揚
と
新

た
な
一
歩
へ
の
祈
念
」
だ
っ
た
と
も
推

察
さ
れ
ま
す
。（

与
謝
野
町
教
育
委
員
会
）

三

先

右／昭和４年に再建
された石碑（三河内
地区） 上／丹後震
災で倒壊した石碑の
断片（算所地区）

『歌う校長夢の種をまく』
大野実／著
かもがわ出版

不登校、高校中退を経て、教員免許は通信
教育で取得。現在はインターネット通信制併
設京都美山高校校長である著者。「歌う校長」
のキャッチフレーズで「夢の種をまく」をテ
ーマに講演活動にも取り組み、悩んでいる
子どもたちや保護者、教師へ伝えてきた内
容が飾らない話し言葉で綴られています。

『あしたのてんきははれ？くもり？あめ？
かがくのとも傑作集・おてんきかんさつえほん』
野坂勇作／作　根本順吉／監修
福音館書店

梅雨に入ると、毎日の天気がとても気にな
ります。新聞やテレビの天気予報を見るの
もいいけれど、雲やお日さまや風の向きを
よく見ると、空や野原に天気のヒントが隠
れていることを教えてくれるこの絵本で、
あなたも天気予報をしてみませんか。

当館をはじめ、全国の主な
公共図書館は「日本十進分
類法」という、本の内容を
まず10の分野に分け、それ
をまた10に分けてどんどん
細分化していくという決まり
に従い図書を分類しています。
一番大きい分野として総記が０、哲学・宗教は１、
歴史が２･･･最後の９は文学となり、数字の組み合
わせによって内容がわかるようになっています。当
館では一部の例外を除き、３桁の数字で表していま
すが、蔵書が多い図書館では４桁以上でさらに細か
く分類する館もあります。
当館の分類で「933」とある場合の「９」は文学、
続く「３」で英米文学、最後の数字「３」で小説・
物語を示します。例えば大人気のハリー・ポッター
シリーズに「933ロ」という背ラベルがついており、
これは英米文学の小説で、最後のカタカナ「ロ」は
著者Ｊ. Ｋ. ローリングの姓の最初の音を表示して
います。同じ分野の本がたくさんある場合でも、著
者名で分けることで、さらに分類されているのです。
この分類がわかると本を探すのにとても便利で

す。手始めに、自分がよく利用する本の背ラベルを
見直してみてはいかがでしょうか。

ハリー・ポッター最終巻の予約について
図書館では６月21日（土）から予約を受け付けま

す。予約順に発売日（７月23日（水））以降に入荷
次第、貸出をしますのでご協力をお願いします。

その2

図書館の
ひみつ
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新着図書の紹介

【一般書】●『ありがとう、ごめんね、そしてさようなら　家

族からのラブレター』重松清（編）／新潮社 ●『シズコさん』

佐野洋子／新潮社 ●『のぼうの城』和田竜／小学館 ●『銃と

ジャスミン　アウンサンスーチー、7000日の戦い』ティエリ

ー・ファリーズ／ランダムハウス講談社 ●『オデッセイ航海

記』ロジャー・ペイン／角川学芸出版 ●『絵本アルバム　齋

藤流子育て記録術』齋藤孝／ほるぷ出版

【児童書】●『「和」の名前絵事典』三宮庄二（監修）／ＰＨＰ研

究所 ●『世界一に輝いた松坂大輔メジャー物語』石田雄太／

学研 ●『なつのおとづれ』かがくいひろし／ＰＨＰ研究所 ●

『ふしぎなキャンディーやさん』みやにしたつや／金の星社 ●

『ひるもよるも名探偵』杉山亮／偕成社 ●『ニック・シャドウ

の真夜中の図書館』ニック・シャドウ／ゴマブックス

今月のオススメ本 オリンピックを楽しむ本、与謝野町の夏の風物詩「ひまわり15万本」

にちなんだ本を紹介します。

Cultural Reflections 国際交流員 ハリーチュです

時の贈り物 ［第27回 ◎ 与謝蕪村 夏河の俳句］ まちの文化財

謝野・アベリスツイス友好協会が、京都府国際セン

ターとの共催で５月17日と18日に、１泊２日のホー

ムステイプログラムを行いました。府内に住む20人の留学

生が与謝野町を訪ねてきて、交流しながらお互いの文化、

習慣、考えなどを深めるプログラムでした。私もこのプロ

グラムの中でカナダでは体験できない活動に参加させてい

ただきました。

それは、温江での田植え体験でした。こ

の経験を通して、なぜ日本ではお米が大事

にされているか少し理解できたような気が

しました。日本人は米作りを誇りとしてい

る国だと言われています。米作りがどこま

で日本人の生活に影響しているかというと、

言語から宗教にまで影響を与えているよう

です。米作りが和を維持するため、人間関

係作りにも大切だと感じました。

田植えは思った以上に、労力が必要な活動でした。現代

ではほとんど田植機で田植えをしていますが、昔はすべて

手で植えないとできなかっただろうと思います。言うまで

もなく、一人で植えようとすると何時間もかかります。さ

らに、灌
かん

漑
がい

用水を引いてくるのもみんなで行います。その

結果、周りの人に頼んで、手伝ってもらったり、手伝って

あげたりしたと言われました。だから、仲良くするため、

争い事をしないように周りの人を大事にしたのでしょう。

近所同士はただの近所だけではなくて、生涯同僚といえる

ほどの気持ちではなかったかと思います。

加えて、このような活動で、肌の色に関係なく、知らな

い日本人とか、知らない外国人とかであっ

ても、一緒に苦労をすると、仲間作りがで

きると感じました。同じ目的を持って行動

し汗を流しながら、隣の人に手伝ってもら

ったり、手伝ってあげたりすると、田植え

をしているうちに絆が深まっていくことに

気づきました。昔からの考え方はこの気持

ちを体験しないと気づかないな、と私は思

いました。

私のみならず、この経験を留学生たちにも、ホストファ

ミリーたちにも、楽しんでもらって大成功だったと思って

います。与謝野・アベリスツイス友好協会と京都府国際セ

ンターと温江地域の皆さん、お世話になって本当にありが

とうございました。皆さん、今度このような行事があった

ら、ぜひ参加しませんか。

Harry's column

田植えを体験して

初めての田植え体験に汗を流しました

戸
時
代
中
期
の
俳
人
、
与よ

謝さ

蕪ぶ

村そ
ん

は
宝
暦
四
年
（
一
七
五
四
）

に
丹
後
を
訪
れ
、
当
地
で
次
の
俳
句
を

残
し
ま
し
た
。

丹
波
の
加
悦
と
い
ふ
所
に
て

夏
河
を
越
す
う
れ
し
さ
よ
手
に
草
履蕪

村

与
謝
野
町
は
蕪
村
の
母
親
の
生
地
で

あ
る
と
す
る
伝
承
が
あ
り
ま
す
。
丹
後

国
与
謝
村
の
農
家
の
娘
と
し
て
生
ま
れ

た
「
谷
口
げ
ん
」
な
る
女
性
が
、
出
稼

ぎ
先
の
摂
津
国
毛
馬
村
（
現
在
の
大
阪

市
都
島
区
毛
馬
町
）
で
蕪
村
を
も
う
け

た
と
い
う
も
の
で
す
。
そ
の
後
、
与
謝

村
に
戻
っ
た
彼
女
と
共
に
、
蕪
村
も
少

年
時
代
の
一
時
期
を
こ
の
地
で
過
ご
し

た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
伝
承
か
ら
、
蕪
村
の
夏
河

の
俳
句
は
、
亡
き
母
と
過
ご
し
た
少
年

時
代
へ
の
憧
憬
を
織
り
込
ん
で
、
し
ば

し
ば
次
の
よ
う
に
解
釈
さ
れ
ま
す
。

夏
の
暑
い
中
を
歩
い
て
い
る
と
川

の
前
に
や
っ
て
き
た
。
対
岸
へ
渡
り

た
い
が
、
見
回
す
と
近
く
に
橋
も
な

さ
そ
う
だ
。
そ
こ
で
草
履
を
脱
い
で

両
手
に
ぶ
ら
下
げ
、
素
足
で
川
の
中

に
じ
ゃ
ぶ
じ
ゃ
ぶ
と
入
っ
て
い
っ
た
。

流
れ
に
触
れ
る
足
の
冷
た
さ
は
と

て
も
気
持
ち
よ
く
、
こ
う
し
て
い
る

と
子
ど
も
の
頃
に
裸
足
で
川
遊
び
を

し
た
こ
と
な
ど
を
思
い
出
し
、
我
な

が
ら
何
と
も
嬉
し
い
心
持
ち
に
な
っ

て
く
る
…

前
書
き
の
「
丹
波
」
は
「
丹
後
」
の

誤
り
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
「
加
悦
と
い

ふ
所
に
て
」
と
続
く
こ
と
か
ら
、「
夏
河
」

と
は
、
町
内
を
流
れ
る
野
田
川
で
は
な

い
か
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
前
書
き
は
、
蕪
村
の
晩
年
、
天

明
期
に
そ
れ
ま
で
作
っ
た
俳
句
の
数
々

を
ま
と
め
た
「
蕪
村
自
筆
句
稿
」
が
書

か
れ
た
際
に
付
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

山
形
県
酒
田
市
の
本
間
美
術
館
が
所

蔵
す
る
こ
の
自
筆
句
稿
の
筆
跡
を
そ
の

ま
ま
石
に
刻
ん
だ
句
碑
が
、
Ｓ
Ｌ
広
場

裏
手
の
野
田
川
親
水
公
園
に
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
。（
与
謝
野
町
教
育
委
員
会
）

江

与

平成13年に設置された与謝蕪村句碑（字滝）

スポーツ観戦が
100倍楽しくなる本　1・2

鈴木祐蔵／ＫＫベストブック

スポーツはルールを知っていたほう

がより楽しい！ということで、野球や

サッカーなどメジャーなスポーツだけ

でなく、テコンドーや水球などあまり

見る機会がないスポーツのルールも紹

介されています。「ルールに関するエ

ピソード」「知っていそうで知らない

ルール」も初公開。オリンピック観戦

に役立つ一冊です。試合観戦の前には

この本でいろんな競技をチェックして

みてください。

ダイブ!!１～４

森絵都／講談社

10メートルの高さから約60キロの

スピードでプールへ飛び込み、技の正

確さと美しさを競う飛び込み競技。こ

のスポーツに魅せられた少年たちが所

属するクラブを閉鎖から救うためにチ

ャレンジするのは、オリンピック代表

選手になること。オリンピック出場を

かけて、少年たちの熱く長い闘いが始

まる。瑞々しい10代の友情と青春が

描かれたこの本は大変人気があり、こ

の夏には映画上映される話題作です。

宇宙くん、はしる

正道かほる（作）土田義晴（絵）／そうえん社

小学３年生の宇
そ

宙
ら

くんには、お姉ち

ゃんと小さい弟がいます。夏休みの図

画の宿題に何を描こうと考えて、隣り

町のひまわり畑に行ってみることにし

ました･･･。作者は与謝野町を訪れた

際に「ひまわり15万本」のひまわり

畑を見て、これを書かれたそうです。

一生懸命考えて行動する宇宙くんのお

話はもちろん、優しいタッチの挿絵も

魅力的です。この本を読むと、ひまわ

り畑の楽しみがさらに膨らみます。

◎図書館のひみつ　その３

「バーコードのひみつ」
図書館で本を借りる時、カウンターで

職員がコンピュータにバーコードを読み

込む際に鳴る「ピッ」という音が子ども

たちには大変印象に残るようです。先日

「ピッ、してください～」といって選ん

だ本をカウンターに差し出してくれるお

子さんがいて、たいへんほほえましく、

うれしい気持ちになりました。

さて、このように図書館で本を借りる

際には、必ず利用者カードと本について

いるバーコードを機械に読み込みます。

バーコードは背番号のようなものでそれ

ぞれ別の番号が付けられています。以前

は、本の管理を何枚もの小袋や紙カード

を使った手作業で行っていたので、大変

な手間と時間がかかっていました。それ

がコンピュータで登録処理することによ

りスムーズに本の検索や貸出・返却作業

ができるようになりました。

図書館にコンピュータが導入され、ま

たネットワークで本館と各分室がつなが

ったことにより、リアルタイムで他館所

蔵の本を検索したり、借りた館と違う館

で返却ができるようになったのです。

おはなし会のお知らせ
●加悦分室

７月12日（土）・７月26日（土）

８月９日（土）いずれも午後３時～

※７月26日（土）は、加悦地域公民

館との共催で、「森山道子氏の紙し

ばい」を開催します。

●本館・野田川分室

８月９日

（土）までの

開催予定はあ

りません。

●問い合わせ先／与謝野町立図書館 1 46-2451 加悦分室 1 43-0376 野田川分室 1 43-0087
●開館時間／午前10時～午後６時　　●休館日／毎週月曜（本館・加悦分室）毎週火曜（野田川分室）毎月最終木曜（共通）
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Cultural Reflections［ 最終回 ］ 国際交流員 ハリーチュです

時の贈り物 ［第28回 ◎ 蕪村の母 谷口げんの墓］ まちの文化財

なさん、今月で私の記事は最終回とな

ります。この２年間、与謝野町に住み

国際交流員を勤めましたが、町民のみなさんには大変お

世話になり、本当にありがとうございました。

当初、与謝野町に着いたころ、仕事とか、初

めての人との関係づくりなどに対してい

ろいろな不安を持っていましたが、時

間とともに、みなさんの優しさのお

陰でこの地の生活にすぐに慣れるこ

とができました。

与謝野町にいる間に私がよく聞

かれていたのは「田舎は都会に比

べたら不便だし、何もないし、人

との出会いも少ないし、寂しくないか」と

いう質問でした。確かに、都会よりなんでも

少ないですが、寂しいというほどのことはあ

りませんでした。なぜなら、野田川太鼓をは

じめ、岩滝バドミントン協会、野田川太極拳

協会、英会話講座などのいろいろな活動を

させてもらっていたからです。これらを通

して、与謝野町の人情を感じ、寂しいより、

楽しい思い出をいっぱい作らせていただき

ました。

もちろん、楽しい経験といっしょに、つらく

感じた経験もありましたが、今振り返ってみると、この２

年間の経験はとても新鮮でした。たとえば、初めは全

く知らなかった人が毎日あいさつしていると、ど

んどん親しみが出てくるようになりました。それ

から、鍵を閉めなくてもいいほどの信頼感のある

生活様式も体験しました。これらの経験を通して、

日本の都会では体験できないだろうコミュニ

ティーの気持ちを強く感じました。これら

のことは、みなさんのお陰であり、感謝

の気持ちでいっぱいです。

私は今後、都会で勤め仕事をすること

になりますので、いろいろと生活様式も

変わっていくと思います。都会の生活リ

ズムを今から考えると、絶対に与謝野町

の生活が懐かしくなり、与謝野町の生活

に憧れを感じるようになるだろうと思い

ます。いろいろな思い出を作っていただ

き、本当にありがとうございました。

最後に、次の国際交流員も気持ちよく

迎えてやってください。

Harry's column

最後の出会い

謝
蕪
村
が
丹
後
で
作
っ
た
有

名
な
俳
句
「
夏
河
を
越
す
う

れ
し
さ
よ
手
に
草
履
」
は
、
蕪
村
自

身
の
母
親
へ
の
憧
憬
の
念
が
込
め
ら

れ
て
い
る
、
と
し
ば
し
ば
解
釈
さ
れ

ま
す
。

自
ら
の
出
自
を
生
涯
明
ら
か
に
し

な
か
っ
た
蕪
村
。

そ
の
母
が
与
謝
村
の
人
で
あ
る
可

能
性
に
つ
い
て
は
、
古
く
は
俳
人
の

河
東
碧
梧
桐

か
わ
ひ
が
し
へ
き
ご
と
う

が
『
画
人
蕪
村
』（
大
正

十
五
年
）
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。
こ

こ
で
母
親
の
名
に
つ
い
て
は
不
明
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
地
域
の
伝
承
で

は
、い
つ
の
頃
か
ら
か
「
谷
口
げ
ん
」

と
い
う
名
で
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

彼
女
は
蕪
村
が
十
三
歳
の
と
き
、
わ

ず
か
三
十
二
歳
の
若
さ
で
亡
く
な
っ

た
と
い
い
ま
す
。

こ
の
谷
口
げ
ん
が
眠
る
と
言

わ
れ
る
お
墓
が
、
与
謝
に
現
在

も
残
っ
て
い
ま
す
。
す
っ
か
り

摩
滅
し
て
し
ま
っ
た
墓
碑
銘
に

は
「
月
堂
妙
覚
禅
定
尼
」
と
刻

ま
れ
て
お
り
、
日
差
し
の
加
減

に
よ
っ
て
は
現
在
も
時
折
そ
の

文
字
を
読
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
し
て
、
古
く
か
ら
多
く
の

俳
人
や
蕪
村
研
究
家
た
ち
が
全

国
各
地
か
ら
墓
参
り
に
訪
れ
、

今
日
に
至
る
ま
で
大
切
に
守
ら

れ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
昭
和
三
十
三
年
冬
に
こ

の
墓
を
訪
れ
た
俳
人
・
高た

か

野の

素
十

す
じ
ゅ
う

は

次
の
よ
う
な
俳
句
を
残
し
ま
し
た
。

柿
の
村
蕪
村
の
母
の
墓
あ
り
と

素
十

ま
た
、
墓
所
を
管
理
さ
れ
て
い
る

谷
口
家
に
残
る
膨
大
な
芳
名
録
に
は
、

水み
ず

上か
み

勉
つ
と
む

を
は
じ
め
著
名
な
文
学
者

の
名
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

三
年
あ
ま
り
の
丹
後
滞
在
を
終
え
、

京
都
に
戻
っ
た
後
の
宝
暦
十
年
（
一

七
六
〇
）
頃
か
ら
、
蕪
村
は
そ
れ
ま

で
の
「
谷
口
」
姓
か
ら
、「
与
謝
」
姓

を
用
い
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

母
親
の
面
影
残
る
こ
の
地
に
、
蕪

村
は
特
別
な
思
い
が
あ
っ
た
の
か
も

知
れ
ま
せ
ん
。

（
与
謝
野
町
教
育
委
員
会
）

与

み

谷口げんの墓（字与謝）

中央公民館会場

知遊館会場

図書館へ行こう！ http://www2.town.yosano.lg.jp/

【一般書】●『手紙読本』江国滋（選）日本ペンクラブ

（編）／ランダムハウス講談社　●『ルポ「正社員」の若者た

ち』小林美希／岩波書店　●『いちばんわかりやすい！飾り巻

きずしの作り方』河澄健／主婦の友社　●『地の日天の海

上・下』内田康夫／角川書店　●『決壊　上・下』平野啓一

郎／新潮社　●『時が滲む朝』楊逸／文藝春秋

【児童書】●『麦わらの絵本』かねこてるひこ（編）農産漁村

文化協会　●『環境問題を考える自由研究ガイド』エコ実験研

究会／東京書籍　●『汽笛』長崎源之助（作）石倉欣二

（絵）／ポプラ社　●『ゲゲゲの鬼太郎と妖怪ガマ先生』水木

しげる／メディアファクトリー　●『復讐プランナー』あさの

あつこ／河出書房新社

今月のオススメ本 今月は、わたしたちの生活を見つめ直すきっかけとなる２冊

を紹介します。この夏、暮らしを見つめ直してみませんか。

クルマのない生活
フライブルクより愛をこめて

今泉みね子／白水社

クルマどころか自転車にも乗れな

いという著者。でも「歩く」という

のはすべての人に与えられた最小限

の移動手段であり、最優先されるべ

きではないのか。バスや電車などの

公共交通機関が縮小されてしまうこ

とへの憤りを綴った表題作をはじ

め、自然との関わりや環境対策にまつわるさまざまなテーマ

を自身の生活・体験を通して、軽やかな語り口で書かれてい

ます。

●問い合わせ先／与謝野町立図書館 1 46-2451 加悦分室 1 43-0376 野田川分室 1 43-0087
●開館時間／午前10時～午後６時　　●休館日／毎週月曜（本館・加悦分室）毎週火曜（野田川分室）毎月最終木曜（共通）

一般書

新着図書

もったいないばあさんと
考えよう世界のこと

真珠まりこ／講談社

気候変動、災害、食料と水の不

足、戦争や貧困などの世界の現状

と、子どもたちを取りまく様々な

問題が、私たちの暮らしとどのよ

うにつながっているのか。もった

いないばあさんのメッセージとと

もに、世界各地に住む９歳の子ど

も10人を登場させることによって、子どもにわかりやす

く伝えています。この本を通して家族で話をするのもいい

のではないでしょうか。

児童書

たんざくに願いを込めて…

七夕おはなし会を開催
７月５日に知遊館と中央公民館

で、七夕おはなし会を行い、知遊

館では63人（子ども46人）、中央

公民館では53人（子ども35人）

の参加がありました。

それぞれ、「おはなし倶楽部よ

むよむ」と「マザーグースの会」

の皆さんにお話をしてもらった

後、折り紙で織り姫・彦星の笹飾

りを作り、願いを込めて短冊を笹

に飾りました。

夏休みの宿題の進み具合はいかがですか？
夏休みももう半分がすぎます。児童・生徒の皆さん、夏休みの宿題はもうできまし

たか。図書館では、自由研究や工作などに役立つ本を揃えています。

人気のある本については、利用が集中してすぐに借りられないこともありますので、

できるだけ早く図書館へ来てくださいね。 昨年の様子

おはなし会のお知らせ

●本館

９月６日（土）

①午前10時30分～　②午後３時～

●加悦分室

８月23日（土）午後３時～

●野田川分室

＜本とあそぼう　全国訪問お話隊＞

９月20日（土）

午前10時30分～11時30分

400冊の絵本を載せた「キャラバン

カー見学＆おはなし会」を開催します。

昨年６月に知遊館で開催し大好評だっ

たお話隊が

今度は町中

央公民館へ

やってきま

す。
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皆さんよろしくお願いします！ 新しい国際交流員とＡＬＴを紹介

時の贈り物 ［第29回 ◎ 丹後の繁栄を支えた北前船航路］ まちの文化財

ロックイン ドリーバ
Lok Yin Drever

「初めまして。この度与謝

野町で仕事をさせていただ

くことになりました。エデ

ィンバラ大学で日本語を専

攻し、１年間立命館大学に

留学して勉強しました。分

からないことばかりですの

でご指導ください。よろし

くお願いします」

1983年生まれ。イギリス出身。

国際交流員として与謝野町教

育委員会に勤務。

ホリー カトリン
Holly Catling

「初めまして。英語文学を

専攻しケンブリッジ大学を

卒業し、与謝野町に参りま

した。菜食主義者で日本文

化に興味があって、特に宮

崎駿の作品や源氏物語が大

好きです。日本語、柔道ま

たは空手を習いたいです。

よろしくお願いします」

1985年生まれ。イギリス出身。

ALT（外国語指導助手）とし

て橋立中学校に勤務。

マリアン ドーフィン
Marianne Dauphin

「初めまして。ミシシッピ

州から参りましたマリアン

です。ランニングが好きで

毎日しようと努力していま

す。推理小説と演劇が好き

です。日本語を習い始めた

ばかりですのでまだ上手で

はないです。よろしくお願

いします」

1984年生まれ。アメリカ出身。

ALT（外国語指導助手）とし

て江陽中学校に勤務。

ナターニャ ビスカー
Natanya Biskar

「初めまして。日本は初め

てですが、旅行が大好きで

フランス、スペイン、アイ

ルランド、プエルトリコに

行ったことがあります。今

日本語の勉強中です。生徒

たちに英語を教え、同僚と

働くのを楽しみにしていま

す。よろしくお願いします」

1985年生まれ。アメリカ出身。

ALT（外国語指導助手）とし

て加悦中学校に勤務。

前
船
は
、
現
在
の
大
阪
か
ら

北
海
道
、
シ
ベ
リ
ア
に
至
る

ま
で
日
本
海
各
地
の
港
を
結
ん
で
発

達
し
た
海
上
輸
送
の
航
路
と
そ
こ
を

行
き
交
う
船
の
こ
と
を
指
し
、
江
戸

時
代
後
期
に
急
速
に
発
達
し
ま
し
た
。

航
海
の
主
な
目
的
は
、
各
港
で
行

わ
れ
る
物
資
の
取
引
相
場
の
価
格
差

を
利
用
し
て
利
益
を
上
げ
る
こ
と
で

あ
り
、
新
た
な
商
売
と
し
て
発
展
し
、

日
本
海
各
地
の
港
や
集
落
に
は
多
く

の
北
前
船
の
船
主
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

現
在
、
与
謝
野
町
が
所
有
す
る
古

文
書
の
中
に
は
、
岩
滝
の
船
主
が
所

有
し
た
北
前
船
の
取
引
文
書
が
残
さ

れ
て
い
ま
す
。

そ
の
内
容
は
、
江
戸
時
代
の
末
頃

か
ら
明
治
時
代
に
か
け
て
、
丹
後
地

方
の
北
前
船
主
の
沖
船
頭
と
し
て
活

躍
し
た
文
四
郎
な
る
人
物
が
、
各
地

の
港
で
実
際
に
取
り
引
き
し
た
証
文

が
中
心
で
、
二
百
通
以
上
に
及
ぶ
文

書
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
証

文
の
内
容
か
ら
は
、
当
時
、
和
傘
や

ろ
う
そ
く
な
ど
の
日
用
雑
貨
品
か
ら
、

肥
料
と
し
て
重
宝
さ
れ
た
鰊

に
し
ん

の
〆し

め

粕か
す

に
至
る
ま
で
、
様
々
な
物
が
取
り
引

き
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
読
み
取
れ
ま

す
。北

前
船
は
、
日
本
各
地
で

鉄
道
の
整
備
が
行
わ
れ
、
電

信
電
話
の
連
絡
網
が
発
達
す

る
明
治
時
代
の
終
わ
り
に
は

そ
の
役
割
を
終
え
、
日
本
は

さ
ら
な
る
近
代
化
の
道
を
歩

ん
で
行
き
ま
す
。

（
与
謝
野
町
教
育
委
員
会
）

北

北
きた

前
まえ

船
ぶね

取引文書

●種別

有形文化財（古文書）

●指定状況

未指定

●所有

与謝野町

図書館へ行こう！ BOOKS

源氏物語の世界を旅してみませんか？
今年は『源氏物語』が登場して1,000年という記念の年。関連本が続々と出版され、イベントも行われています。

図書館本館では、おすすめする８冊のほかにも展示コーナーで多くの関連本を紹介中です。ぜひお越しください。

●問い合わせ先／与謝野町立図書館 1 46-2451 加悦分室 1 43-0376 野田川分室 1 43-0087
●開館時間／午前10時～午後６時　　●休館日／毎週月曜（本館・加悦分室）毎週火曜（野田川分室）毎月最終木曜（共通）

お
す
す
め
の
現
代
語
訳

日
本
が
世
界
に
誇

る
『
源
氏
物
語
』
は

多
く
の
作
家
が
現
代
語
訳
し

て
い
ま
す
が
、
当
館
お
す
す

め
は
、①
『
源
氏
物
語（
全
十
巻
）』

（
瀬
戸
内
寂
聴
／
講
談
社
）と
、
②

『
新
訳
源
氏
物
語（
鉄
幹
晶
子
全
集

七
・
八
）』（
与
謝
野
晶
子
／
勉
誠

出
版
）
の
二
冊
で
す
。

①
は
現
在
の
『
源
氏
物
語
』
と

い
え
ば
こ
の
本
と
い
う
ぐ
ら
い
人

気
の
あ
る
本
で
す
。
②
は
与
謝
野

町
ゆ
か
り
の
与
謝
野
晶
子
の
作
品

で
、
生
涯
に
三
回
現
代
語
訳
に
取

り
組
み
、
こ
れ
は
そ
の
三
度
目
の

も
の
で
す
。

絵
で
楽
し
む
源
氏
物
語

「
な
か
な
か
現
代
語
訳
は
難
し

そ
う
…
」
と
い
う
人
に
は
、
絵
と

と
も
に
楽
し
め
る
本
も
あ
り
ま
す
。

美
し
い
日
本
画
を
用
い
て
『
源

氏
物
語
』
の
冒
頭
「
桐
壺
」
の
巻

を
絵
本
に
し
た
、
③
『
京
の
絵
本

桐
壺

源
氏
物
語
よ
り
』（
石
井
睦

美
・
文
　
畠
中
光
亨
・
絵
／
「
京

の
絵
本
」
刊
行
委
員
会
）
や
、
現

代
の
絵
巻
物
と
い
え
る
華
麗
な
イ

ラ
ス
ト
が
描
か
れ
た
、
④
『
源
氏

物
語
　
あ
さ
き
ゆ
め
み
し
（
全
七

巻
）』（
大
和
和
紀
／
講
談
社
）
は

特
に
お
す
す
め
で
す
。

ま
た
、
現
存
す
る
日
本
最
古
の

絵
巻
物
で
あ
る
国
宝
「
源
氏
物
語

絵
巻
」
を
科
学
的
に
調
査
し
、
描

か
れ
た
当
時
の
色
彩
に
復
元
し
よ

う
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
経
過

を
収
録
し
た
、
⑤
『
よ
み
が
え
る

源
氏
物
語
絵
巻
　
全
巻
復
元
に
迫

る
』（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
名
古
屋
「
よ
み
が
え

る
源
氏
物
語
絵
巻
」
取
材
班
／
Ｎ

Ｈ
Ｋ
出
版
）
は
、
古
代
の
色
彩
の

鮮
や
か
さ
に
目
を
奪
わ
れ
ま
す
。

平
安
時
代
を
知
る

『
源
氏
物
語
』
が
描
か
れ
た
平

安
時
代
。
そ
の
背
景
を
知
る
と
、

物
語
の
も
っ
と
奥
深
い
世
界
を
楽

し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

紫
式
部
や
清
少
納
言
な
ど
の
才

女
が
活
躍
し
た
一
条
天
皇
の
時
代

に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
た
、
⑥
『
源

氏
物
語
の
時
代
　
一
条
天
皇
と
后

た
ち
の
も
の
が
た
り
』（
山
本
淳
子

／
朝
日
新
聞
社
）で
は
、『
源
氏
物

語
』
に
強
い
影
響
を
与
え
た
天
皇

を
め
ぐ
る
愛
と
憎
し
み
の
人
間
ド

ラ
マ
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

平
安
時
代
と
い
え
ば
、
貴
族
が

歌
や
音
楽
に
興
じ
る
雅
や
か
な
世

界
を
想
像
し
ま
す
が
、
⑦
『
殴
り

合
う
貴
族
た
ち
　
平
安
朝
裏
源
氏

物
語
』
（
繁
田
信
一
／
柏
書
房
）

で
は
、『
源
氏
物
語
』
に
は
描
か
れ

な
い
、
裏
の
世
界
を
描
い
て
い
ま

す
。ま

た
、
紫
式
部
の
一
生
と
そ
の

時
代
に
生
き
た
人
々
を
京
都
各
地

を
巡
り
つ
つ
紹
介
し
た
、
⑧
『
京

都
紫
式
部
の
ま
ち
　
そ
の
生
涯
と

「
源
氏
物
語
」』
（
坂
井
輝
久
・
文

井
上
匠
・
写
真
／
淡
交
社
）
で
は
、

こ
こ
丹
後
地
方
に
も
ふ
れ
ら
れ
て

い
ま
す
。

⑧ ⑦ ⑥ ⑤ ④ ③ ② ①

新着図書

【一般書】●非常識家族　曽野綾子／徳間書店　●わたし時間のつくり方

金子由紀子／アスペクト　●教科書から消えた日本史　河合敦／光文社

●「育てにくい子」と感じたときに読む本　佐々木正美／主婦の友社

●旅の和ごころ　平野恵理子／交通新聞社　●風の名前（上・中・下）

パトリック・ロスファス／白夜書房

【児童書】●ペンネームは夏目リョウ！　浜野京子／くもん社　●いぬ・

ねこ世界地図絵本　高井ジロル／カンゼン　●ぼくらの奇跡の七日間

宗田理／ポプラ社　●ずっと受けたかったお天気の授業　池田洋人／東

京堂出版　●里山いきもの図鑑　今森光彦／童心社　●ぞうのホートン

ひとだすけ　ドクター・スース／偕成社

おはなし会のお知らせ

【本館】

10月４日（土）

①午前10時30分～　②午後３時～

【加悦分室】

９月13日（土）・10月11日（土）

時間はいずれも午後３時～

【野田川分室】

＜本とあそぼう　全国訪問お話隊＞

９月20日（土）

午前10時30分～11時30分

※名前は「名」「姓」の順で表記しています。
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British Times［第1回 新しい生活］ 国際交流員 Lok Yin's コラム

時の贈り物 ［第30回 木造毘沙門天立像］ まちの文化財

屋
区
に
あ
る
雲
岩
寺
の
天
王

堂
に
は
、
四
体
の
仏
像
が
安

置
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
そ
の

中
の
木
造
毘
沙
門
天
立
像
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

木
造
毘
沙
門
天
立
像
は
、
頭
に
兜

か
ぶ
と

を
か
ぶ
り
、
身
体
に
は
甲
冑

か
っ
ち
ゅ
う

を
着
け
、

左
手
に
宝
塔
を
、
右
手
に
は
戟げ

き

（
矛ほ

こ

の
一
種
）
を
と
り
、
邪じ

ゃ

鬼き

を
踏
ん
で

い
ま
す
。
高
さ
は
約
九
二

と
小
振

り
で
す
が
、
そ
の
姿
は
ま
さ
に
兵
士

を
思
わ
せ
、
重
々
し
さ
と
威
厳
を
備

え
た
そ
の
顔
の
表
情
は
、
室
町
時
代

の
仏
像
の
特
徴
を
み
ご
と
に
表
し
て

お
り
、
昭
和
六
十
二
年
十
月
十
二
日

に
町
指
定
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

毘
沙
門
天
の
名
前
は
、
サ
ン
ス
ク

リ
ッ
ト
語（
イ
ン
ド
の
古
語
）の
「
ビ

シ
ュ
ラ
バ
ナ
」
か
ら
き
て
お
り
、
そ

の
言
葉
の
「
全
て
を
聞
く
」
と
い
う

セ
ン

チ

意
味
か
ら
「
多た

聞も
ん

天て
ん

」
と
も
言
い
ま

す
。
通
常
、
帝
釈
天

た
い
し
ゃ
く
て
ん

の
四
方
を
守
る

四
天
王
と
し
て
は
、
北
方
を
守
護
す

る
武
将
「
多
聞
天
」
と
呼
ば
れ
、
単

体
の
時
に
は
、「
毘
沙
門
天
」
と
呼
ば

れ
ま
す
。

雲
岩
寺
の
毘
沙
門
天（
多
聞
天
）に

関
し
て
は
、
宮
津
の
智
恩
寺
所
蔵
の

『
九く

世ぜ

戸と

縁え
ん

起ぎ

』
の
記
述
の
中
に
、

「
黒
い
雲
の
中
か
ら
多
聞
天
が
姿
を

現
し
て
、
雲
岩
（
雲
岩
寺
に
あ
る
巨

石
）
と
な
る
。
こ
の
多
聞
天
、
文
殊

に
参
り
て
仕
え
奉
る
。
こ
れ
を
雲
岩

寺
と
号
す
」
と
書
か
れ
、
さ
ら
に
、

天
王
堂
の
扁へ

ん

額が
く

に
は
「
北
天
王
」
と
、

北
方
を
守
る
多
聞
天
が
記
さ
れ
て
お

り
、
両
者
と
も
「
多
聞
天
」
と
し
て

表
現
を
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
現
在
で

は
、
単
体
で
作
ら
れ
た
仏
像
と
し
て

捉
え
、「
毘
沙
門
天
」
と
し
て
い
ま
す
。

（
与
謝
野
町
教
育
委
員
会
）

岩

図書館へ行こう！ BOOKS

●問い合わせ先／与謝野町立図書館 1 46-2451 加悦分室 1 43-0376 野田川分室 1 43-0087
●開館時間／午前10時～午後６時　　●休館日／毎週月曜（本館・加悦分室）毎週火曜（野田川分室）毎月最終木曜（共通）

図書館おはなし会

＜本館＞

11月１日（土）

①午前10時30分～　②午後３時～

＜加悦分室＞

10月18日（土）午後３時～

＜野田川分室＞

11月8日（土）午後３時～

読み聞かせ講習会（子どもゆめ基金助成活動）

●日時／10月26日（日）午後２時～

●場所／生涯学習センター知遊館

●講師／諸岡 弘 氏（JPIC（出版文化産業振興財団）読書アドバイザー関西

支部代表）

●申込方法／10月22日（水）までに、電話で図書館へ申し込んでください。

●募集人数／30人程度

●主催／与謝野町読み語り推進活動実行委員会

よいよ10月に入って秋になりました。

皆さんお元気でいらっしゃいますか。

秋といえばやはり食べること、運動、そして

読書のことが思い浮かびますよね。私も１年

中でこの季節が一番好きです。

出身地のイギリスのスコットランドでは、

日本よりお祭りが少なくて、秋には子ども向

けのハロウィーンしかありませんが、私個人

としては、毎年この季節に家族と祝う日が２回あります。

それは誕生日と「中秋節」と呼ばれる日本の「お月見」

です。私の家族はもともと香港から引越ししましたので、

お月見の伝統があって「中秋節」にはムーンケーキ（月

餅）を食べます。イギリスでは移住者が多く、中国、イ

ンド、ポーランド、パキスタンなどの料理店がたくさん

あるので、手に入れることができます。

私は1983年に香港で生まれましたが、先任者のハリー

さんと同じように、子どもの時に家族と一緒に外国に移

住して、小学校から大学までイギリスのスコットランド

のエディンバラで生活しました。このことから、私にと

っては香港よりエディンバラの方を自然に「故郷」と思

います。時々複雑な気分もありますが、やはり両方の文

化を身につけることができてよかったです。その上、日

本の文化にもふれることができて幸いです。

もちろん、家族が最初からうまく慣れたわ

けではありません。イギリスに引越したのは

家族と一緒と言いましたが、実はみんな別

々に行きました。７歳上の兄は私より１年先

に着いて、違う都市の全寮制学校に行きまし

た。次に私と母が同時に引越しましたが、英

語が話せない母は言葉が通じなくて全部をゼ

ロから習って、新しい習慣、仕事と生活に慣れるには本

当に苦労しました。しかし、私はとても楽でした。もち

ろん同じクラスの人のように英語がぺらぺらなわけでは

ありませんでしたが、やはり子どもですから適応性がか

なり高くて、遊びながら簡単に言語のスキルが上手にな

って、自信も増えていきました。父はその数年後、公務

員の仕事を退職して、エディンバラで販売店を始めまし

た。

現在、もう一度外国人として日本に来て、誰も知らな

い何も分からないまま新しい生活と仕事を始め、困難も

いっぱいあるでしょう。本当に分からないことばかりで

すが、いろいろ教えていただいてがんばりたいと思いま

す。皆さん、気楽に声をかけてください。よろしくお願

いいたします。

い
今月のオススメの一冊

雑誌リサイクルのお知らせ

今森光彦ネイチャーフォト・ギャラリー
不思議な生命に出会う旅・世界の昆虫
今森光彦／偕成社

なかなか熱帯雨林に出かけるこ

とはできませんが、この本では今

まで見たことのないジャングルの

中の虫や植物といった自然の姿を

見ることができます。何十年に一度

しかチャンスがめぐってこないめずらしい写真など22点

が、撮影時の秘話や撮影データとともに収録されています。

一般書

あきいろおさんぽ
村上康成／ひかりのくに

るるちゃんは、きつねやりす、

山の生き物たちとお友だち。黄

金色の白樺林をお散歩している

と、誰かが呼んでいます。誰が

るるちゃんを呼んでいるのでし

ょうか。トーンをおさえた色彩

で動物たちとのふれあいが描かれた秋らしい絵本で、読

み終った後はあたたかな気持ちになれます。

児童書

新
着
図
書
の
紹
介

【一般書】●『国母の気品』工藤美代子／清流出版　●『京都府の山』内田嘉弘／山と渓谷社　●『フィンランド豊か

さのメソッド』堀内都喜子／集英社　●『地の日天の海（上・下）』内田康夫／角川書店　●『ゲゲゲの鬼太郎　愛蔵

版（１～５）』水木しげる／中央公論新社　●『コンパニオンプランツで無農薬の野菜づくり』学研　●『南極にいっ

た男』立松和平／東京書籍　●『13番目の物語（上・下）』ダイアン・セッタフィールド／日本放送出版協会

【児童書】●『クラスルーム』折原一作／理論社　●『命をつなげ！ドクターヘリ』岩貞るみこ／講談社　●『世界の

ことばあそび（１～５）』こどもくらぶ／旺文社　●『ねこの学校（１・２）』キム・ジョンギョン／岩崎書店　●『お

ばけのジョージーのハロウィーン』ロバート・ブライト／徳間書店　●『しゃっくり１かい１びょうかん　こども

のためのじかんのほん』ヘイゼル・ハッチンス（作）ケイディ・マクドナルド・デントン（絵）／福音館書店　●『だ

じゃれオリンピック』中川ひろたか（作）高畠純（絵）／絵本館

本館と加悦分室で保存期限が切れた雑誌をリサイクルと

して皆さんにお譲りします。なお今回は本館で実施後、加

悦分室、野田川分室に巡回しますので、お近くの図書館

（室）で本を借りるときに、ぜひご利用ください。

●日時／それぞれ開館時間中（午前10時～午後６時）

＜本館＞10月31日（金）～11月６日（木）

＜加悦分室＞11月８日（土）～11月13日（木）

＜野田川分室＞11月15日（土）～11月20日（木）

●内容／平成16年９月から平成17年８月末までに購読した

雑誌52種類約800冊。先着順でなくなり次第終了します。

雑誌タイトルは館内掲示ポスター・図

書館ホームページでご確認ください。

●その他／１人３冊まで。予約、取り

置き、交換は受け付けません。受け

取りの際には図書館カードを提示し

てください。

●種別／彫刻

●指定状況／与謝野町指定文化財

●管理者／雲岩寺

●時代／室町時代
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